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★ □ （1）　

★★★ □ （2）　酸化銀は黒色から何色に変わったか。

★ □ （3）　酸化銀を加熱すると（　①　）になり、（　②　）が発生する。①,②に当てはまる物質名を答えなさい。

★★★ □ （4）　

★★★★ □ （5） ガスバーナーの火を消す前に、ガラス管を水の中から出さなければならない理由は何か答えなさい。

★★★★ □ （6） この実験の化学反応式を答えなさい。

★★★ □ （7） 酸化銀と同じように、化合物に分類される物質はどれか。次のア～エから1つ選び、記号で答えなさい。

　　ア　銅　　　　　　　イ　塩素　　　　　　　ウ　硫黄　　　　　　　エ　アンモニア

★★★ □ （8） 　原子に関して正しく説明したものはどれか。

①　原子はその種類ごとに名前が付けられていて、すべてアルファベット1文字で表す。

②　原子は、化学変化でなくなったり、新しくできたり、他の種類のものに変わったりしない。

③　酸素原子1つと炭素原子2つが結びついて、二酸化炭素の分子ができる。

④　原子は種類に関わらずすべて同じ大きさや質量である。

⑤　原子は物質をつくるもとになり、それ以上分けることができない最小の粒である。

実験のように、1種類の物質が2種類の別の物質にわかれる変化を何というか。その名称を答えよ。

（3）の①と②に関する説明の組み合わせとして、最も適当なものを、次のア～エから一つ選んで記号
で答えなさい。

図1のように、黒色の酸化銀を試験管に入れて加熱し、色が変わり始めたときにガラス管を水の中から出し、
そのあとでガスバーナーの火を消した。次の各問いに答えなさい。
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①について ②について
ア 電流が流れる 化合物である
イ 単体である 火のついた線香を入れると激しく燃える
ウ みがくと金属光沢がみられる 石灰水を白くにごらせる
エ 分子をつくる 物質を燃やす働きがあるが、酸素そのものは燃えない。
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★★★ □ （1）　ガスバーナーの操作手順の順序になるように並び替えなさい。

①　マッチに火をつける ②　ガスの元栓をあける ③　空気調節ねじをあける

④　ガス調節ねじをあける ⑤　ガスに火をつける

★★★ □ （2）　炭酸水素ナトリウムを加熱後にできる固体、液体、気体の名称をそれぞれ書きなさい。

★★★★ □ （3）　この実験を行うとき、試験管の口を下げなければならない理由を答えなさい

★★★ □ （4）　

★★★ □ （5）　試験管にたまった液体を調べるために用いるものは何か。また、それは何色から何色に変わるか。

★★★★ □ （6）　この実験の化学反応式を答えなさい。

★★★★ □ （7）　

★★★★ □ （8）　

★★★★ □ （9）　

　　ア　乾燥剤　　　イ　発砲入浴剤　　　ウ　防虫剤　　エ　ふくらし粉　　　オ　解熱剤

★★★★ □ （10）　

　ア　Ｘ＞a＋ｂ＋ｃ　　　　　　イ　Ｘ＝a＋ｂ＋ｃ　　　　　　　　ウ　Ｘ＝ｂ＋ｃ－a

　エ　Ｘ＋ｃ＝a＋ｂ　　　　　　オ　Ｘ＜a＋ｂ＋ｃ　　　　　　　　カ　Ｘ＋a＜ｂ＋c

加熱後の白い粉末と炭酸水素ナトリウムをそれぞれ水に溶かし、フェノールフタレイン溶液を加えた。
よりあざやかな赤色に変化したのはどちらか。

炭酸水素ナトリウムＸｇを試験管に入れて加熱したところ、すべて分解して、固体A、液体Ｂ、気体Ｃが
生じた。これらの物質の質量をそれぞれag、ｂｇ、ｃｇとすると、それらの質量の間には、どのような関係
が成り立つか。正しいものを次のア～カから1つ選び記号で答えなさい。

炭酸水素ナトリウム16.8ｇを加熱すると、固体10.6ｇと気体4.4ｇが発生しました。炭酸水素ナトリウム
50.4ｇを加熱すると、生成する液体は何ｇですか。

ホットケーキを作るときに使われるベーキングパウダーには炭酸水素ナトリウムが含まれる。ホットケー
キを作るときの炭酸水素ナトリウムはどのようなはたらきをしているか、説明しなさい。

炭酸水素ナトリウムは身近なところではどのようなことに使用されていますか。次のア～オから2つ選
び、記号で答えなさい。

図のように炭酸水素ナトリウムを加熱する実験を行った。実験後、加熱した試験管には固体（白い粉末）と液
体ができ、気体も発生した。また、集めた気体の試験管に石灰水を入れると白くにごった。次の各問いに答え
なさい。
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図のように水に電気を通して、分解する実験を行った。次の各問いに答えなさい。

★★ □ （1）　水を電気に通しやすくするためにあるものを溶かす。それは何か。

★★★ □ （2）　

　Ⅰ群 ア　漂白作用や殺菌作用がある。 イ　火をつけると燃える。

ウ　石灰水を白く濁らせる。 エ　ものを燃やすはたらきがある。

Ⅱ群 カ　石灰石に塩酸を加える。 キ　硫化鉄に塩酸を加える。

ク　亜鉛に塩酸を加える。 ケ　二酸化マンガンにうすい過酸化水素水を加える。

★★★★ （3）　

★★★ □ （4）　
水素分子と酸素分子が化合して水分子ができるときの化学反応式を、モデルで表すとどのようになり
ますか。最も適切なものを、次のア～エの中から一つ選び、その記号を書きなさい。

実験において、電極Ａ側で発生した気体の性質として、最も適当なものを、次のⅠ群ア～エから1つ選
べ。また、この実験以外の方法で、電極Ｂ側で発生した気体と同じ気体を発生させる方法として、最も
適当なものをあとのⅡ群のカ～ケから1つ選べ。

実験において、電極Ａ側で発生した気体の体積と電極Ｂ側で発生した気体の体積を表すグラフとして、
最も適当なものを、次のア～エから1つ選べ。
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